
健康の「維持」だけじゃ物足りない？ 
健康を向上させて「生活を楽しみたい」40～60代 

 40～60代の意識が従来の常識から大きく変わり、いまや「絶滅!？する中高年」とでも言うべき状況が現

れています。 「博報堂 エルダーナレッジ開発 新しい大人文化研究所」では、人生を前向きにとらえ、

若々しくありたいとする新たな40～60代を総称して「新しい大人世代」と名づけ、彼らの志向や生活を探る

様々な調査を実施しています。このたび、全国の40～60代の男女3708名に向けた調査から、40～60

代のコミュニケーションに関する調査の分析結果をまとめましたので、ご報告いたします。 

 

 分析結果からは、新しい大人世代の健康に対する意識が明らかになりました。従来の「長生きするため

に健康でありたい」という意識ではなく、「毎日の生活を更に充実させるために、健康でありたい」という意識

が顕著なようです。一方で、現在や将来の健康状態に関する潜在的な不安意識も明らかになりました。 

 

 健康・エイジレスに対する意識調査では「今の健康を向上させて、生活をさらに充実させたい/楽しみた

い」に8割弱（78.9％）が共感を示しました。単に現状の健康状態を維持するだけでなく、更なる健康体を

目指す積極的な姿勢がみてとれます。また、健康でありたい理由を「日々の生活をより充実させるため」と

いう点においているのは、健康それ自体がゴールでなく、「充実した楽しい生活」がゴールであるという前向

きな意識を持つ新しい大人世代の特徴であるといえます。 

 

 健康のために実践していることを尋ねた調査では、新しい大人世代の堅実な健康法が明らかになりまし

た。実践していることの1位は「水分を十分にとる」（79.4％）、2位は「一日三食、きちんと食べる」

（71.8％）、3位は「食べすぎに注意する」（71.1％）となり、日々の食生活の中で健康体を目指すこの世代

の健康志向が見てとれます。全体の傾向としては何か特別なことをするわけではなく、日々の食生活の中

での健康維持・改善を目指しているようです。 

 

 このような積極的な健康欲求の裏には、やはり病気や健康への不安意識が存在するようです。「あなた

が将来や今後のことを考えて、不安に感じることは何ですか」という問いでは、「貯蓄・資産運用」や「仕事」

「子育て」を抑えて「病気や老化への対処」が１位（46.3％）に。「あなたが今後（も）、力を注ぎたいことは

なんですか」の問いでも「病気や老化の予防」「現在の健康や若さの維持･向上」が趣味や旅行と並ぶ上

位項目となり、本世代が健康に寄せる大変高い興味・関心を見てとることができます。 

・ 「今の健康を向上させて、生活をさらに充実させたい/楽しみたい」78.9％。日々を楽しむために 
 更に健康な体を目指すという、積極的な健康意識。 
 一方、「今の自分は健康だと思う」は半数強（53.7％）に留まり、健康への不安意識も存在。 
・ 健康のために実践していること1位は「水分を十分にとる」（79.4％）、2位は「一日三食、きちんと 
 食べる」（71.8％）。特別なことをするのではなく、日々の食生活で健康の維持･改善を図る傾向。  

2012年5月31日 

博報堂 エルダーナレッジ開発 新しい大人文化研究所 

新大人研レポートⅣ「”新しい大人世代“の健康意識」 

本件に関するお問い合せ：  博報堂 広報室                             藤井・西原・森   TEL:03-6441-6161 
                   博報堂 エルダーナレッジ開発 新しい大人文化研究所    阪本        TEL:03-6441-4366 
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Q. 下記の健康・エイジレスに関する項目について、あなたの気持ちはどの程度あてはまりますか。 

   （「非常にあてはまる」「ややあてはまる」計） 

■ 新しい大人世代の積極的な健康欲求。 
  8割弱が「今の健康を向上させて、生活をさらに充実させたい/ 
  楽しみたい」と回答。 

 新しい大人世代に対し健康・エイジレスに関する意識を尋ねた調査では、この世代が持つ積極的な健
康欲求が明らかになりました。「今の健康を維持したい」という意識はもちろんのこと、 
「今の健康を向上させて、生活をさらに充実させたい/楽しみたい」には78.9％と8割近い同意が集まっ
ています。一般に中高年と言われる世代となっても、今より更に健康になっていきたいと願う上り坂の積
極的な健康意識が見て取れます。 

 また、健康でありたい理由を「日々の生活をより充実させるため」という点においているのも、前向きな
意識を持つ新しい大人世代の特徴であるといえます。従来の、「長生きのために健康でありたい」といっ
た意識から、「日々の生活をより楽しむために健康でありたい」という意識へと変化しているようです。 

 

 

  

調査分析結果 

 ◇調査概要◇ 
調査主体：博報堂 エルダーナレッジ開発 新しい大人文化研究所 
調査時期：2011年9月9日（金）～10月3日（月） 
調査対象：40～69歳男女 合計3708名（男性1854名 女性1854名） 
          40代（1236サンプル）  1963～1972年生・・・バブル世代が中心となる層 
          50代（1236サンプル）  1953～1962年生・・・ポスト団塊世代が中心となる層 
          60代（1236サンプル）  1943～1952年生・・・団塊世代が中心となる層 
調査方法：インターネットアンケート調査 
調査エリア：首都圏および全国の中小都市 
（※全国の中小都市＝北海道札幌市、宮城県仙台市、新潟県新潟市、静岡県静岡市、浜松市、愛知
県名古屋市、京都府京都市、大阪府大阪市、堺市、兵庫県神戸市、広島県広島市、福岡県北九州市、
福岡市、岩手県、宮城県、福島県を除く全地域） 

健康・エイジレスについての意識 
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40－60代全体
（N=3708)

84.8 81.8 78.9 66.4 53.7 24.8 21.3

40－60代男性
（N=1854）

81.2 76.9 74.3 64.3 49.8 21.3 19.1

40－60代女性
（N=1854）

88.5 86.7 83.5 68.5 57.7 28.3 23.5

40代
（N=1236)

81.5 78.1 77.5 69.7 50.1 23.0 21.6

50代
（N=1236)

85.2 81.7 80.3 67.9 53.7 24.5 21.2

60代
（N=1236)

87.9 85.6 79.0 61.7 57.4 26.8 21.0
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Q.あなたが今後（も）、力を注ぎたいことはなんですか。（あてはまるもの全て） 

Q. あなたが将来や今後のことを考えて、不安に感じることは何ですか。（あてはまるもの全て） 

■  「病気や老化の予防」 「健康の維持・向上」は、新しい大人世代にとって 
  趣味や旅行に次ぐ関心事項。 同時に病気や老化への不安意識も顕在化。 

 新しい大人世代の興味・関心事の中で「健康」はどの程度の割合を占めるのでしょうか。 
「あなたが今後、（も）、力を注ぎたいことはなんですか」と尋ねたところ、「病気や老化の予防」（3位：
29.9％）や「現在の健康や若さの維持・向上」（4位：26.9％）が、「趣味」（1位：33.9％）や「旅行・リゾー
トやレジャー」（2位：31.8％）に次ぐ高い興味対象となっています。 

 また、「あなたが将来や今後のことを考えて、不安に感じることは何ですか」という問いの1位は 
「病気や老化への対処」となっており、46.3％と約半数の人が将来の健康に不安を感じていることが分
かります。積極的に健康でありたいという前向きな意識の裏返しとも言えるでしょう。 
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今後力を注いでいきたいこと 

将来のことを考え不安に感じること 

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

趣
味

旅
行
、
リ
ゾ
ー
ト
や
レ
ジ
ャ
ー

病
気
や
老
化
の
予
防

現
在
の
健
康
や
若
さ
の
維
持
、
向
上

自
分
の
教
養
・
知
識
を
高
め
る
た
め
の
活

動

病
気
や
老
化
へ
の
対
処

貯
蓄
・
資
産
運
用

食
事
、
調
理
な
ど
ふ
だ
ん
の
食
生
活

仕
事

実
利
的
（
仕
事
や
生
活
の
た
め
）
な
勉
強
・

資
格
取
得
な
ど
の
学
び
活
動

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
仲
間
作
り

子
育
て

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
衣
生
活

化
粧
品
・
エ
ス
テ
な
ど
美
容
関
連

40－60代全体 40－60代男性 40－60代女性 40代 50代 60代

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

趣
味

旅
行
、
リ
ゾ
ー
ト
や
レ
ジ
ャ
ー

病
気
や
老
化
の
予
防

現
在
の
健
康
や
若
さ
の
維
持
、
向
上

自
分
の
教
養
・
知
識
を
高
め
る
た
め
の
活

動

病
気
や
老
化
へ
の
対
処

貯
蓄
・
資
産
運
用

食
事
、
調
理
な
ど
ふ
だ
ん
の
食
生
活

仕
事

実
利
的
（
仕
事
や
生
活
の
た
め
）
な
勉
強
・

資
格
取
得
な
ど
の
学
び
活
動

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
仲
間
作
り

子
育
て

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
衣
生
活

化
粧
品
・
エ
ス
テ
な
ど
美
容
関
連
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40－60代全体
（N=3708)

33.9 31.8 29.9 26.9 24.1 23.3 21.9 20.6 17.4 15.8 15.1 13.3 11.8 11.3

40－60代男性
（N=1854）

33.0 29.2 24.9 23.8 23.9 20.4 21.5 12.8 17.5 14.9 15.0 12.5 8.5 6.3

40－60代女性
（N=1854）

34.9 34.4 34.8 30.0 24.3 26.2 22.3 28.3 17.3 16.7 15.3 14.2 15.1 16.4

40代
（N=1236)

35.3 31.3 27.8 26.5 26.5 23.4 26.9 22.2 22.3 20.0 16.2 23.2 14.6 14.2

50代
（N=1236)

33.8 31.2 29.1 26.8 22.4 23.0 23.0 20.7 18.6 15.9 15.0 10.6 10.9 11.3

60代
（N=1236)

32.7 32.8 32.7 27.5 23.5 23.5 15.9 18.8 11.3 11.5 14.2 6.2 9.9 8.4

病気や老
化への対
処

貯蓄・資産
運用

病気や老
化の予防

現在の健
康や若さ
の維持、向

上

仕事 子育て
ネットワー
ク、仲間作

り

化粧品・
エステなど
美容関連

食事、調理
などふだん
の食生活

実利的な
勉強・資格
取得など

自分の教
養・知識を
高めるた
めの活動

ファッション
などの
衣生活

趣味
旅行、

リゾートや
レジャー

40－60代全体
（N=3708)

46.3 34.5 33.2 23.2 15.2 9.3 7.2 5.1 5.0 4.2 2.7 2.5 2.5 2.4

40－60代男性
（N=1854）

42.1 30.8 31.1 21.7 17.9 9.8 7.4 5.3 5.5 5.1 3.2 3.0 2.9 2.8

40－60代女性
（N=1854）

50.4 38.2 35.3 24.6 12.6 8.7 7.1 4.8 4.5 3.3 2.2 1.9 2.0 2.0

40代
（N=1236)

43.4 37.0 33.5 22.9 22.4 14.9 8.6 6.7 7.4 5.4 3.5 3.2 3.2 2.8

50代
（N=1236)

46.3 34.5 33.3 23.5 15.2 6.3 7.9 4.1 4.4 3.4 2.4 2.2 2.4 1.8

60代
（N=1236)

49.0 32.0 32.8 23.1 8.1 6.6 5.2 4.4 3.2 3.9 2.1 2.1 1.8 2.6



■ 健康のために実践していること1位は「水分を十分にとる」、 
   2位は「一日三食、きちんと食べる」。日常の食生活の中で健康向上を図る。 

Q28.下記の健康に関する項目について、あなたは日頃どの程度実践されていますか。 

（「非常に実践している」「やや実践している」計） 

 新しい大人世代に対し健康のために実践していることを尋ねたところ、日々の食生活から堅実に健康
の維持・改善を目指す本世代の特徴が明らかになりました。 

「健康のために実践していること」では、上位に日々の食生活に関する項目が並びました。 
1位は「水分を十分にとる」（79.4％）、2位は「一日三食、きちんと食べる」（71.8％）、3位は「食べすぎに
注意する」（71.1％）、4位は「栄養バランスの良い食生活を心がける」（70.1％）と続き、毎日の食がいか
に健康にとって重要かを認識しているのが、この世代の特徴であるといえそうです。 
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40－60代全体
（N=3708)

79.4 71.8 71.1 70.1 66.3 58.8 57.6 54.2 47.7 45.4 39.9 38.9 37.6 35.4 31.3 16.7 13.5 9.5

40－60代男性
（N=1854）

78.4 68.1 67.1 60.5 59.5 61.0 50.6 48.4 39.3 39.8 39.8 31.2 33.3 37.7 26.2 13.2 9.4 10.6

40－60代女性
（N=1854）

80.4 75.6 75.0 79.7 73.0 56.6 64.6 59.9 56.1 51.0 40.1 46.6 42.0 33.1 36.4 20.3 17.7 8.5

40代
（N=1236)

76.3 63.6 64.4 62.9 60.7 50.9 48.6 47.8 46.4 34.8 34.1 36.3 32.9 20.5 29.3 15.0 8.8 7.8

50代
（N=1236)

78.2 70.6 70.4 68.3 63.2 58.5 55.9 53.1 44.5 41.3 36.4 38.0 37.1 34.1 33.4 18.0 12.3 9.4

60代
（N=1236)

83.7 81.3 78.4 79.2 74.9 67.1 68.3 61.6 52.3 60.0 49.3 42.4 42.9 51.6 31.1 17.3 19.5 11.4
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「博報堂 エルダーナレッジ開発 新しい大人文化研究所」とは 

当研究所は、「博報堂エルダービジネス推進室」（2000年設立）を前身とし、2011年2月に設立された、40～60代生活者の
意識・行動を研究する専門組織です。従来の中高年層の間で一般的であった意識やライフスタイルとは異なる、新しい 
40～60代が誕生しています。当研究所では、年を重ねるごとに前向きな意識を持つ、この新しい中高年生活者を 
「新しい大人」と名づけ、少子高齢化社会にプラスのインパクトを与える重要な存在として調査・研究および企業向けコン
サルテーション業務を行っています。 
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